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はじめに
このたびは，I2Cバス信号解析機能およびSPIバス信号解析機能付きディジタルオシロス
コープDL1640/DL1640Lをお買い上げいただきましてありがとうございます。
このユーザーズマニュアルは，I2Cバス信号解析機能およびSPIバス信号解析機能について
のみ説明しています。DL1640/DL1640Lのその他の機能，操作方法，取扱上の注意など
については，以下の取扱説明書をご覧ください。

マニュアル名 マニュアルNo. 内容

DL1620/DL1640/DL1640L IM 701610-01 DL1620/DL1640/DL1640Lの通信機能を除
ユーザーズマニュアル く全機能とその操作方法について説明していま

す。

DL1620/DL1640/DL1640L IM 701610-17 通信インタフェースの通信機能について説明し
通信インタフェース ています。
ユーザーズマニュアル

DL1620/DL1640/DL1640L IM 701610-02 基本的な操作だけを説明しています。
オペレーションガイド

ご注意
●本書の内容は，性能・機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがありま
す。また，実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがありま
す。

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ
とがありましたら，お手数ですが，お買い求め先か，当社支社・支店・営業所までご連
絡ください。

●本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています。
●保証書が付いています。再発行はいたしません。よくお読みいただき，ご理解のうえ大
切に保存してください。

商標
●AdobeおよびAcrobatは，アドビシステムズ社の商標または登録商標です。
●本文中の各社の登録商標または商標には，TM，®マークは表示していません。
●その他，本文中に使われている会社名，商品名は，各社の登録商標または商標です。

履歴
● 2003年 7月 初版発行
● 2005年 7月 2版発行

2nd Edition : July 2005 (YK)

All Rights Reserved, Copyright © 2003 Yokogawa Electric Corporation
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このマニュアルの利用方法

このマニュアルの構成
このユーザーズマニュアルは，以下に示す第1章～第3章，および索引で構成されています。

章 タイトル 内容

1 I2Cバス信号解析機能 I2Cバス信号解析機能について説明しています。

2 SPIバス信号解析機能 SPIバス信号解析機能について説明しています。

3 仕様 I2Cバス信号解析機能およびSPIバス信号解析機能の仕様をまとめて
います。

索引 記号-アルファベット-五十音順の索引があります。

このマニュアルで使用している記号
●単位

k･･･････ 「1000」の意味です。使用例：100kS/s
K･･･････ 「1024」の意味です。

使用例：720Kバイト(フロッピーディスクの記憶容量)

●表示文字
太字で記述された文字は，主にパネルの表示文字や画面に表示されるソフトキーの名称
です。

●注記
このマニュアルでは，注記を以下のようなシンボルで区別しています。

本機器で使用しているシンボルマークで，人体および機器に
危険があることを示すとともに，ユーザーズマニュアルを参
照する必要があることを示します。ユーザーズマニュアルで
は，その参照ページに目印として使用しています。

警　　告 取り扱いを誤った場合に，使用者が死亡または重傷を負う危
険があるときに，その危険を避けるための注意事項が記載さ
れています。

注　　意 取り扱いを誤った場合に，使用者が軽傷を負うか，または物
的損害のみが発生する危険があるときに，その避けるための
注意事項が記載されています。

Note 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

●操作説明ページで使用しているシンボル
第1～2章で操作説明を行っているページでは，説明内容を区別するために，次のよう
なシンボルを使用しています。

操作キー 設定に関連する操作キーを示します。

操作手順 数字で示す順序で，操作をしてください。ここでは，初めて
操作をすることを前提に手順を説明しています。したがっ
て，設定内容を変更する場合はすべての操作を必要としない
場合もあります。

解　説 操作に関連する設定内容や限定事項について説明しています。
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第1章 I2Cバス信号解析機能

1.1 I2Cバス信号解析機能の概要

I2Cバス信号解析機能について
本オプション機能を使うと，I2Cバスの信号波形を表示しながら，データを解析できます。
主な機能は，次のとおりです。

・トリガ機能

スタートコンディションを検出した場合，Acknowledgeビットを検出しない場合，設
定したアドレス(7ビット＋R/W)パターンと一致した場合，データパターンと一致/不一
致した場合などをトリガ条件としてトリガをかけることができます。(スタートトリ
ガ，Non-Ackトリガ，アドレストリガ)
また，I2Cバス信号のトリガ条件(SCL信号/SDA信号)とCH3/CH4の信号とを組み合わ
せてトリガをかけることもできます。(コンビネーショントリガ)

・解析機能

ヒストリデータ/アクイジションデータ/波形の取り込みをストップしたときに表示され
ているデータなどを解析できます。
解析結果は，画面右側にリスト表示されます。また，解析結果をヘキサ＆バイナリ表示
したり，解析結果と波形を同時表示することも可能です。

・サーチ機能

取り込んだデータ(現在表示しているデータ)から，指定したアドレスパターン/データ
パターン/Acknowledgeビットの状態と一致するデータを検索(前方検索/後方検索)し，
検索したデータをズーム画面に拡大表示します。アドレスパターン/データパターン
は，バイナリまたはヘキサで指定できます。また，不定データを検索することも可能で
す。
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1.2 プローブを接続する

測定入力端子
プローブは，フロントパネルの下部にある入力端子のいずれかに接続してください。入力
インピーダンスは，1MΩ±1.0%，約28pFです。

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

1MΩ 28pF      300V CAT

警　　告

火災や感電防止のため，本機器を過電圧カテゴリII，III，IV内の計測に使
用しないでください。

　

注　　意

1MΩ入力の場合の最大入力電圧は，周波数1kH z以下のときに，
300VDCまたは300Vrmsです。これを超える電圧を加えると，入力部が
損傷する恐れがあります。周波数が1kHzを超えるときは，この電圧以下
でも損傷することがあります。

　

接続時の注意
・ I2Cバス信号でトリガをかけるときは，CH1入力端子にSCL(シリアル・クロック)信号
を，CH2入力端子にSDA(シリアル・データ)信号を入力してください。

・プローブを初めて接続するときは，ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「3.5　
プローブの位相補正をする」に従って，必ずプローブの位相補正を行ってください。補
正しないと，周波数に対して利得が一定にならず，正しい測定を行うことはできませ
ん。この補正は，接続するチャネルごとに行ってください。

・プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は，負荷効果により，正しい測
定ができないことがあります。ご注意ください。

Note
CH3，CH4の信号に対しては，データの解析およびサーチが可能です。詳細は，「1.5　解析
する/サーチする」をご覧ください。
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1.3 トリガ条件を設定する

操作キー

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

操作手順

1. ENHANCEDを押します。
2. Typeのソフトキーを押します。トリガのタイプの選択メニューが表示されます。

3. I2C Busのソフトキーを押します。

● I2Cトリガタイプの選択

4. I2C Typeのソフトキーを押して，START，Non-ACK，ADRSのいずれかのソフト
キーを押します。

・ STARTを選択した場合

STARTを選択した場合は，操作21に進みます。

・Non-ACKを選択した場合

Non-ACKを選択した場合は，操作21に進みます。
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・ ADRSを選択した場合

5. Adrs&Dataのソフトキーを押します。I2C Adrs&Data Setupダイアログボック
スが表示されます。

アドレスパターンの設定

6. ジョグシャトルを回して，Address Patternを選択します。

7. SELECTを押します。Address Patternの左にあるボタンが強調表示され，アド
レスのパターンがトリガの対象になります。

8. ジョグシャトルを回して，パターンを設定しようとする項目にカーソルを移動し
ます。

9. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。

設定ボックス
(HEX表示の場合だけ)

10. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。「X」に設定したビットは，トリ
ガ条件の対象になりません。トリガ条件は，バイナリ(BIN)またはヘキサ(HEX)で
設定できます。
SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確定します。

Note
バイナリ(BIN)表示の場合，LSBは「R」(Read)，「W」(Write)，「X」で設定してください。

1.3　トリガ条件を設定する
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データパターンの設定

11. ジョグシャトルを回して，Data Patternを選択します。
12. 操作7～10と同様にして，数値を設定します。
13. ジョグシャトルを回して，Data PatternのConditionにカーソルを移動します。
14. SELECTを押して，TrueまたはFalseを選択します。
15. ジョグシャトルを回して，Data Pattern Positionにカーソルを移動します。
16. SELECTを押して，First ByteまたはAnywhereを選択します。

Restartコンディションを無視する/無視しないの設定

17. ジョグシャトルを回して，Ignore the Restart Conditionにカーソルを移動しま
す。

18. SELECTを押して，YesまたはNoを選択します。

プロトコルから外れたスタート/ストップコンディションを無視する/無視しないの設定

19. ジョグシャトルを回して，Ignore Unexpected Start/Stop Conditionにカーソ
ルを移動します。

20. SELECTを押して，YesまたはNoを選択します。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。

●トリガレベル/ヒステリシス/トリガカップリング/HFリジェクションの設定

21. Level/Couplingのソフトキーを押します。Level/Couplingダイアログボックスが
表示されます。

トリガレベルの設定

22. ジョグシャトルを回して，トリガレベル(Level)を設定するチャネルにカーソルを
移動します。

23. SELECTを押して，レベル設定メニューを表示します。
24. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。

矢印キーで設定する桁を移動できます。また，RESETを押すと，トリガレベルが
0.00Vになります。

25. SELECTを押して，数値を確定します。

ヒステリシスの設定

26. ジョグシャトルを回して，ヒステリシス(Hys)を設定するチャネルにカーソルを移
動します。

27. SELECTを押して， ， のどちらかを選択します。

1.3　トリガ条件を設定する
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トリガカップリングの設定

28. ジョグシャトルを回して，カップリング(Coupling)を設定するチャネルにカーソ
ルを移動します。

29. SELECTを押して，DC，ACのどちらかを選択します。

HFリジェクションの設定

30. ジョグシャトルを回して，HFリジェクション(HF Rej)を設定するチャネルにカー
ソルを移動します。

31. SELECTを押して，ONまたはOFFを選択します。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。

●コンビネーショントリガの選択

32. Combinationのソフトキーを押して，I2C Only，I2C on Pattern，I2C → Pattern
のいずれかのソフトキーを押します。

・ I2C Onlyを選択した場合

33. Set Patternのソフトキーを押します。Set Patternボックスが表示されます。I2C
Onlyを選択した場合は，特に設定する項目はありません。
ESCを押して，ボックスを閉じます。

・ I2C on Patternを選択した場合

33. Set Patternのソフトキーを押します。Set Patternダイアログボックスが表示さ
れます。

CH3とCH4のパターンの設定

34. ジョグシャトルを回して，Pattern CH3またはCH4にカーソルを移動します。
35. SELECTを押して，H，L，Xのいずれかを選択します。

トリガコンディションの設定

36. ジョグシャトルを回して，Conditionにカーソルを移動します。
37. SELECTを押して，True，Falseのどちらかを選択します。

ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。

1.3　トリガ条件を設定する
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・ I2C → Patternを選択した場合

33. Set Patternのソフトキーを押します。Set Patternダイアログボックスが表示さ
れます。

CH3とCH4のパターンの設定

34. ジョグシャトルを回して，Pattern CH3またはCH4にカーソルを移動します。
35. SELECTを押して，H，L，Xのいずれかを選択します。

トリガコンディションの設定

36. ジョグシャトルを回して，Conditionにカーソルを移動します。
37. SELECTを押して，Enter，Exitのどちらかを選択します。

ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。

Note
Combinationで「I2C→Pattern」を選択した場合，CH3とCH4のPatternをどちらも「X」に設
定するとトリガがかからなくなります。

1.3　トリガ条件を設定する
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解　　説

● I2Cトリガタイプ

次の3種類から選択できます。
・ START(スタートトリガ)

スタートコンディションを検出すると，SCL信号の最初の立ち下がりでトリガがかかり
ます。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

・ Non-ACK(Non-Ackトリガ)

Acknowledgeビットがない(SDA信号が「H」のとき)と，SCL信号の9つ目のクロック
の立ち下がりでトリガがかかります。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeあり(L)
Acknowledgeなし(H)

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

スタートバイトおよびHsモード・マスター・コードのAcknowledgeビットは対象外で
す。

・ ADRS(アドレストリガ)

設定したアドレスやデータのパターンと一致すると，SCL信号の9つ目のクロックの立
ち下がりでトリガがかかります。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ストップコンディション

アドレス＋R/Wビット

1.3　トリガ条件を設定する
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●アドレストリガの設定

トリガタイプを「ADRS」にしたときは，次の3つのトリガ条件を組み合わせて，条件
が一致したときにトリガをかけることができます。
・ Address Pattern ： 7ビットのアドレスとR/Wを設定。アドレスとR/Wが一致する

とトリガ。
・ Data Peattern ： 8ビットのデータを設定。ポジションが「First Byte」のとき

は，アドレス直後のバイトデータと比較し，一致するとトリ
ガ。「Anywhere」のときは，条件が一致するまで検索。

なお，トリガ条件は，バイナリ，ヘキサで設定できます。
「Address Pattern」→「Data Pattern」の順に設定した条件と一致するかを検索し，
すべて一致するとトリガがかかります。
設定の組み合わせについては「1.4　トリガ設定例」をご覧ください。

Note
4ビットごとのバイナリ表示に1つでも「X」が含まれていると，対応するヘキサ表示は「X」
になります。

・データパターンのコンディションの設定

次の中から選択します。コンディションは，Data1 Pattern，Data2 Patternの各々に
対して設定できます。
・ True ：設定したパターンが成立したらトリガ
・ False：設定したパターンが成立しないとトリガ

・データパターンのポジションの設定

データパターンの比較するバイトデータの場所を選択できます。
・ First Byte ： アドレス直後のバイトデータと比較
・ Anywhere ： アドレス直後のバイトデータから条件が一致するまで比較

・Restartコンディションを無視する/無視しないの設定

スタートコンディションを検出してトリガ検出を開始したあとに発生したRestartコン
ディションを無視するかどうかを選択できます。
・ Yes： Restartコンディションを無視し，トリガ検出を続けます。
・ No ： Restartコンディションを検出すると，トリガ検出を再スタートします。

・プロトコルから外れたスタート/ストップコンディションを無視する/無視しないの設定

トリガ検出中にアドレスやデータビットの途中で発生したスタートコンディションまた
はストップコンディションを無視するかどうかを選択できます。
・ Yes：スタート/ストップコンディションを無視し，トリガ検出を続けます。
・ No ：スタート/ストップコンディションを検出すると，トリガ検出を再スタートま

たは終了します。

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1 1 0 0 1

プロトコルから外れた
スタートコンディション

無視する　：トリガ検出を続行
無視しない：トリガ検出を再スタート/終了

1.3　トリガ条件を設定する
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● トリガレベル/ヒステリシス/トリガカップリング/HFリジェクションの設定

・トリガレベルの設定

設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02mvです。)

・ヒステリシスの設定

トリガレベルに幅を持たせて，小さな変動ではトリガがかからないようにします。
：トリガレベルを中心に，約0.3div*のヒステリシス
：トリガレベルを中心に，約1div*のヒステリシス

*　上記の数値は，おおよその値です。厳密に保証するものではありません。

・トリガカップリングの設定

次の中から選択します。
AC：トリガソース信号からDC成分を除去したものをトリガ信号にします。
DC：トリガソース信号をそのままトリガ信号にします。

・ HFリジェクションの設定

トリガソース信号から高周波成分(約15kHz以上の周波数成分)を除去した信号をトリガ
信号にするとき，「ON」にします。

●コンビネーショントリガ(Combination)

I2Cトリガタイプで選択したトリガ(I2Cバスのトリガ条件)とCH3/CH4のトリガ条件と
のコンビネーションでトリガをかけることができます。
次の3種類から選択できます。

・ I2C Only

SCL信号/SDA信号(I2Cバスのトリガ条件)だけでトリガをかけます。

8 91 1 8 9

I2Cバス条件成立

SDA

SCL

CH3

CH4

..... ..... .....

..........

条件一致
ここでトリガ
CH3，CH4は関係なし

・ I2C on Pattern

SCL信号/SDA信号とCH3/CH4のパターンでトリガをかけます。CH3/CH4のトリガ
条件が成立している間にI2Cバスのトリガ条件が成立しないと，トリガがかかりませ
ん。
CH3=L，CH4=H

8 91 1 8 9

I2Cバス条件成立

条件不一致
トリガはかからない

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス条件成立

..........

..........

条件一致
ここでトリガ

.....

1.3　トリガ条件を設定する
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CH3とCH4のパターンの設定

H ：トリガソースのレベルがトリガレベル以上
L ：トリガソースのレベルがトリガレベル以下
X ：トリガソースにしない

トリガコンディションの設定

True ：設定したCH3/CH4のパターンが成立したときトリガ
False： 設定したCH3/CH4のパターンが成立しなくなったときトリガ

・ I2C → Pattern

SCL信号/SDA信号とあらかじめ設定したCH3/CH4のパターンでトリガをかけます。
CH3/CH4のトリガ条件が成立するまで，SCL信号/SDA信号のトリガ成立状態を保持
します。

CH3=L，CH4=H，Enter

8 91 1 8 9

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス条件成立

.....

条件一致
ここでトリガ

条件不一致
トリガはかからない

I2Cバストリガ
成立状態を保持

.......... .....

.....

CH3とCH4のパターンの設定

H ：トリガソースのレベルがトリガレベル以上
L ：トリガソースのレベルがトリガレベル以下
X ：トリガソースにしない

トリガコンディションの設定

次の中から選択します。
Enter： 設定したCH3/CH4のパターンが成立したときトリガ
Exit ： 設定したCH3/CH4のパターンが成立しなくなったときトリガ

1.3　トリガ条件を設定する
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1.4 トリガ設定例

ここでは，データ列をバイト単位(ヘキサ)で表示し，トリガのかかる位置を示します。イ
ラスト中で使用する記号は次のとおりです。
S ：スタートコンディション
Sr ： Restartコンディション
P ：ストップコンディション
網掛け：バイトパターン比較対象

スタートトリガ

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

アドレス＋R/Wビット

ここでトリガ

Non-Ackトリガ
Acknowledgeビットがないとき(SDA信号が「H」のとき)にトリガがかかります。

...

...

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

アドレス＋R/Wビット

Acknowledgeビット

データバイト

ここでトリガ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Acknowledgeあり(L)
Acknowledgeなし(H)

ストップコンディション

Note
スタートバイトおよびHsモード・マスター・コードは，Non-Ackトリガの対象外です。
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アドレストリガ
●Address Patternだけでトリガ

トリガ条件

Address Pattern ： A4
Data Pattern ：対象外

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition ： No

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

アドレス＋R/Wビット

設定したアドレスパターンと一致，ここでトリガ

● Data Patternだけでトリガ

トリガ条件

Address Pattern ：対象外
Data Pattern ： 27

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition ： No
・ Position＝Anywhere

アドレス＋R/Wビット

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ
1.　設定したパターン(27)と一致するまで比較

・ Position＝First Byte

S 27 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

2.　ここでトリガ

1.　設定したデータパターン(27)と比較，一致

アドレス＋R/Wビット

1.4　トリガ設定例
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● Address Pattern，Data Pattern，Position＝First Byteの組み合わせ

トリガ条件

Address Pattern ： A4
Data Pattern ： 27

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition ： No
Position ： First Byte

S 27 FE 98 99 27 PA4

3.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターン(A4)と比較，一致
2.　設定したデータパターン(27)と比較，一致

アドレス＋R/Wビット

● Address Pattern，Data Pattern，Position＝Anywhereとの組み合わせ

トリガ条件

Address Pattern ： A4
Data Pattern ： 99

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No
Ignore Unexpected Start/Stop Condition ： No
Position ： Anywhere

S 25 AE 57 27 FE 98 99 27 PA4

3.　ここでトリガ

1.　設定したアドレスパターン(A4)と比較，一致

2.　設定したデータパターン(99)と
　   一致するまで比較

アドレス＋R/Wビット

1.4　トリガ設定例
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●Restartコンディションを無視する/しない

トリガ条件

Address Pattern ： F4
Data Pattern ： F5

Condition ： True
Ignore Unexpected Start/Stop Condition ： No

・ Ignore the Restart Condition＝Yesのとき

S A2 Sr F5 30 27 E4 24 99 55F4

1.　アドレスパターン(F4)と比較，一致
2.　「Sr」を無視，データパターン(F5)と比較，一致

3.　ここでトリガ

・ Ignore the Restart Condition＝Noのとき

S A2 Sr F5 30 27 E4 24 99 55F4

1.　アドレスパターン(F4)と比較，一致

2.　トリガ検出を再スタート，アドレスパターン(F4)と比較

1.4　トリガ設定例
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● プロトコルから外れたスタート/ストップコンディションを無視する/しない

トリガ条件

Address Pattern ： 99
Data Pattern ：対象外

Condition ： True
Ignore the Restart Condition ： No

・ Ignore Unexpected Start/Stop Condition＝Yesのとき

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1 1 0 0 1

スタートコンディション

スタート
コンディションを無視

ここでトリガ条件成立

・ Ignore Unexpected Start/Stop Condition＝Noのとき

SDA

SCL

スタートコンディション

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1 1 0 0 1

スタートコンディション

ここで再スタート ここでトリガには
ならない

1.4　トリガ設定例
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1.4　トリガ設定例

コンビネーショントリガ
● I2C Only

8 91 1 8 9

I2Cバス条件成立

SDA

SCL

CH3

CH4

..... ..... .....

..........

条件一致
ここでトリガ
CH3，CH4は関係なし

● I2C on Pattern

CH3=L，CH4=H

8 91 1 8 9

I2Cバス条件成立

条件不一致
トリガはかからない

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス条件成立

..........

..........

条件一致
ここでトリガ

.....

● I2C → Pattern

CH3=L，CH4=H，Enter

8 91 1 8 9

SDA

SCL

CH3

CH4

I2Cバス条件成立

.....

条件一致
ここでトリガ

条件不一致
トリガはかからない

I2Cバストリガ
成立状態を保持

.......... .....

.....
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1.5 解析する/サーチする

操作キー

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

操作手順

1. SHIFTを押して，シフト状態にします。
パネルに印刷されている紫色の文字の機能が有効になります。

2. ZOOMを押します。
3. Typeのソフトキーを押します。解析タイプの選択メニューが表示されます。

4. I2C Busのソフトキーを押します。

5. 波形の取り込みをしている場合は，START/STOPを押して，波形の取り込みをス
トップします。

●解析条件の設定

6. Analyze Setupのソフトキーを押します。Analyze Setupダイアログボックスが
表示されます。
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・クロックチャネルの設定

7. ジョグシャトルを回して，Clock CHを選択します。
8. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
9. ジョグシャトルを回して，CH1またはCH3を選択します。
10. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，設定が確定します。

レベルの設定

11. ジョグシャトルを回して，Levelを選択します。
12. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
13. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。
14. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確定します。

ヒステリシスの設定

15. ジョグシャトルを回して，Hysteresisを選択します。
16. 操作12～14と同様にして，ヒステリシスを設定します。

・データチャネルの設定

操作7でクロックチャネルをCH1に設定した場合はデータチャネルはCH2，クロック
チャネルをCH3に設定した場合はデータチャネルはCH4になります。
17. ジョグシャトルを回して，Data CHを選択します。
18. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
19. ジョグシャトルを回して，CH2またはCH4を選択します。
20. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，設定が確定します。

スレショルドレベルの設定

21. ジョグシャトルを回して，Thr Upperを選択します。
22. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
23. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。
24. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確定します。
25. 操作21～24と同様にして，Thr Lowerを設定します。

・Reference Pointの設定

トリガポジションを解析基準点に設定する場合

26. ジョグシャトルを回して，Trigger Positionを選択します。
27. SELECTを押します。Trigger Positionの左にあるボタンが強調表示され，トリガ

ポジションが解析基準点になります。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作30に進みます。

手動で解析基準点を設定する場合

26. ジョグシャトルを回して，Manualを選択します。
27. SELECTを押します。Manualの左にあるボタンが強調表示されます。
28. ジョグシャトルを回して，Manualの右側の欄を選択します。
29. 操作12～14と同様にして，数値を設定します。

ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作30に進みます。

Note
手動で解析基準点を設定する場合，半透過モード表示にすると，波形を見ながら解析基準点を
設定できます。半透過モード表示についての詳細は，ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)
の「8.7　半透過モード表示をON/OFFする」をご覧ください。

1.5　解析する/サーチする
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● 解析の実行

30. Analyze Execのソフトキーを押します。波形の解析を実行して，結果を画面の右
側に表示します。

Listのソフトキーを押して，ジョグシャトルを回して，解析番号を選択すると，
選択した解析番号のデータをズーム画面に拡大表示します。

このデータを
ズーム画面に表示

解析結果

ズーム画面

Note
解析結果に不定データがある場合は，「＊」が表示されます。

●解析結果の詳細表示

31. Detailのソフトキーを押します。解析結果の詳細表示画面が表示されます。

解析結果の詳細表示画面を閉じるときには，ESCを押します。

Note
・ ジョグシャトルを回して，解析番号を選択すると，選択した解析番号のデータをズーム画面に
拡大表示します。

・ 詳細表示の解析番号は，画面右側の解析結果表示の解析番号と連動しています。

1.5　解析する/サーチする
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●サーチ条件の設定

32. Data Searchのソフトキーを押します。

33. Search Setupのソフトキーを押します。Search Setupダイアログボックスが表
示されます。

34. ジョグシャトルを回して，Typeにカーソルを移動します。

35. SELECTを押して，Byte PatternまたはIndefinite Stateを選択します。

・Byte Pattern(パターンサーチ)を選択した場合

アドレスパターンの設定

36. ジョグシャトルを回して，Address Patternを選択します。
37. SELECTを押します。Address Patternの左にあるボタンが強調表示されます。
38. ジョグシャトルを回して，Address Patternを設定したいボックスにカーソルを

移動します。
39. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
40. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。「X」に設定したビットは，サー

チ条件の対象になりません。サーチ条件は，バイナリ(BIN)またはヘキサ(HEX)で
設定できます。SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確
定します。

41. ジョグシャトルを回して，Ackを選択します。
42. SELECTを押して，Ackを「X」「1」「0」のいずれかから設定します。

データパターンの設定

43. ジョグシャトルを回して，Data Patternを選択します。
44. 操作37～42と同様にして，データパターンを設定します。

ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作45に進みます。

Note
・ バイナリ(BIN)表示の場合，アドレスパターンのLSBは，「R」(Read)，「W」(Write)，「X」
で設定してください。

・ バイナリ(BIN)表示でパターンを設定する場合，設定ボックスは表示されません。

・ Indefinite State(不定データサーチ)を選択した場合

設定する項目はありません。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作45に進みます。

1.5　解析する/サーチする
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● サーチの実行

45. Prevのソフトキーを押すと，現在の位置より前のデータを探します。Nextのソフ
トキーを押すと，現在の位置より後のデータを探します。パターンサーチでは，
サーチパターンと一致すると，画面右側の解析結果表示の対応するデータが強調
表示され，ズーム画面が連動して移動します。不定データサーチでは，不定デー
タが存在する解析番号のデータが強調表示されます。

解　　説

解析する
●解析条件の設定

CH1またはCH3をクロックチャネルにして，CH2またはCH4のデータを解析します。
・クロックチャネルの設定

クロックチャネルをCH1またはCH3のいずれかから選択します。クロックチャネルに
CH1を選択するとデータチャネルはCH2，クロックチャネルにCH3を選択するとデー
タチャネルはCH4になります。

レベルの設定

クロック信号の立ち上がり，立ち下がりを判断するレベルを設定します。
設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能：0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02mVです。)

ヒステリシスの設定

設定範囲 ：0.3div～4.0div

・データチャネルの設定

データチャネルをCH2またはCH4のいずれかから選択します。データチャネルにCH2
を選択するとクロックチャネルはCH1，データチャネルにCH4を選択するとクロック
チャネルはCH3になります。

スレショルドレベルの設定

データチャネルの信号レベルが「0」「1」「不定データ」のいずれになるかを判断す
るレベルを設定します。
Thr Upper：このレベルを超える信号を「1」とします。
Thr Lower：このレベル未満の信号を「0」とします。
Thr Lower ≦ データ信号レベル ≦ Thr Upper の場合は，「不定データ」とします。
不定データが見つかった場合は，解析結果の表示画面で，不定データが存在するバイト
のヘキサ表示欄に「＊」を表示します。

SDA

SCL
1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 0 1

不定データ

0 0 1

Thr Lower
Thr Upper

・ Reference Pointの設定

解析を開始する基準点(Reference Point)を次の中から選択します。
Trigger Position ：トリガポジションを基準点にします。
Manual ：－5～＋5divの範囲で基準点を設定できます。

1.5　解析する/サーチする
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●解析対象

次のデータを解析できます。
・ヒストリデータ
・波形の取り込みをストップしたときに表示されているデータ
・ロードしたアクイジションデータ(ACQデータ)
ヒストリデータの解析対象は，「Select Record」で選択した波形だけです。

●解析範囲

画面表示範囲内のアクイジションデータを対象に解析します。表示できる解析結果は，
40000バイト分です。ただし，解析バイト数によって，次のようになります。
・全解析結果が40000バイト分以下の場合：
Reference Pointの位置に関係なく，すべて表示されます。

・全解析結果が40000バイト分より多い場合：
Pre*側およびPost*側の解析結果の数によって，次のように表示されます。
・ Pre側=30000，Post側=30000　→　Pre側=20000，Post側=20000を表示
・ Pre側=10000，Post側=50000　→　Pre側=10000，Post側=30000を表示
・ Pre側=50000，Post側=10000　→　Pre側=30000，Post側=10000を表示

* Pre ：Reference Pointの前(左)方向
Post：Reference Pointの後(右)方向

●解析時の注意

・波形取り込みがスタート中は，解析/サーチできません。
・アキュムレート波形は，解析/サーチできません。

●解析の実行

解析を実行すると，結果を画面右側にリスト表示します。

・解析結果リスト

次の3項目を表示します。
No. ：最大40000まで表示できます。
Hex：解析したデータをHex表示します。ただし，1バイトのデータが8ビット未満の

場合には，データを表示しません。不定点データが存在する場合は，「＊」を
表示します。不定点データは，1ビット前のデータと同じ値として解析します。
先頭のデータが不定点データの場合は，0として解析します。

Ack： Acknowledgeビットの状態を表示します。

Note
解析を実行すると，解析結果リストの任意のバイトを選択(強調表示)して，そのバイトの先頭
にZoom Positionが移動します。また，Zoom Positionを移動すると，Zoom Positionに対応
するバイトに，解析結果リストの強調表示が移動します。

1.5　解析する/サーチする
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● 解析結果の詳細表示

解析結果を次のように詳細表示します。

ストップコンディション

スタートコンディション
Read/Write信号(R=Read，W=Write)

Reference Pointからの時間*
データのバイナリ表示

データのヘキサ表示

Acknowledge
ビットの状態

1：アクノレッジなし
0：アクノレッジあり

ストップコンディション
直前のバイト情報

スタートコンディション
直後のバイト情報

詳細表示画面では指定した番号のデータを強調表示します。
波形表示画面では，指定した番号のデータをズーム画面に表示します。

* Time(ms)の表示時間について

...

...

SDA

SCL

1 2 3 4 5 6 7 8 9 Reference Pointから，データの
9ビット目の立ち下がりまでの時間を表示

Reference Point

サーチする
●サーチ条件の設定

・パターンサーチ(Byte Pattern)

バイナリまたはヘキサでサーチするバイトパターンを設定します。アドレスパター
ン，データパターン，およびAcknowledgeビットの状態を設定できます。「X」が
設定されているビットは，サーチの対象外です。

Note
4ビットごとのバイナリ表示に1つでも「X」が含まれていると，対応するヘキサ表示は「X」
になります。

・不定データサーチ(Indefinite State)

解析結果から，不定データを検索します。パターンサーチと不定データサーチを同
時に行うことはできません。

Note
不定データは，常に設定したステータスと一致していると判断します。

●サーチの実行

設定したサーチ条件と一致するデータを前方(Prev)または後方(Next)に検索します。
データが一致すると，画面右側の解析結果表示の対応するデータを強調表示します。ま
た，一致したデータをズーム画面に拡大表示します。

1.5　解析する/サーチする
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1.6 詳細解析結果を保存する

操作キー

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

操作手順

1. FILEを押します。
2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemの選択メニューが表示されます。

3. Next1/2のソフトキーを押して，Next2/2メニューを表示します。

4. I2C Busのソフトキーを押します。

5. Saveのソフトキーを押します。

●保存先のメディアの選択

6. File Listのソフトキーを押します。File Listボックスが表示されます。
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7. ジョグシャトルを回して，保存先のメディア( [ ] で表示)を選択します。

8. SELECTを押して，メディアを確定します。

●保存先のディレクトリの選択

(メディアにディレクトリがある場合に操作してください。)
9. ジョグシャトルを回して，保存先のディレクトリ(＜ ＞で表示)を選択します。
10. SELECTを押して，ディレクトリを確定します。

File Listメニューの左上のPath=......に，選択したメディア/ディレクトリが表示さ
れます。
＜..　　＞を選択すると一つ上のディレクトリに戻ります。

●保存するファイル名の設定

11. File Nameのソフトキーを押します。File Name & Commentダイアログボックス
が表示されます。

12. ジョグシャトルを回して，Auto Namingの欄にカーソルを移動します。

13. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
14. ジョグシャトルを回して，File Nameの欄にカーソルを移動します。
15. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
16. ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「4.1　数値・文字列を入力する」の操

作に従って，ファイル名を入力します。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。

Note
詳細解析結果を保存するときには，Commentは無効となります。

●保存の実行

17. Save Execのソフトキーを押します。Path=......に表示されたディレクトリへの保
存が実行されます。同時にSave Execソフトキーの名称が，Abortに変わります。

●保存の中止

18. Abortのソフトキーを押します。保存が中止されます。同時にAbortソフトキーの
名称が，Save Execに変わります。

1.5　解析する/サーチする
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●File Listメニューに表示するファイルの指定，プロパティの表示

19. File Listメニューを表示している画面で，Filterのソフトキーを押して，＊.TXT，
＊.＊のどちらかを選択します。

20. ジョグシャトルで，File Listメニューのファイルを選択します。
21. Propertyのソフトキーを押します。選択したファイルに関するPropertyボックス

が表示されます。
ESCを押して，ボックスを閉じます。

解　　説

●詳細解析結果の保存

I2Cバス信号の解析結果を，FILEメニューで選択したストレージメディアにASCII形式で
保存できます。
拡張子 ：.TXT
データ容量：(解析結果の数×47)＋47バイト

1.5　解析する/サーチする
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1.7 通信コマンド

コマンド 機能 ページ

I2C Triggerグループ

:TRIGger:I2C? I2Cトリガに関するすべての設定値の問い合わせ 1-31
:TRIGger:I2C:ADDRess? I2CトリガのAddress&Dataタイプに関するすべての設定値の問い合わせ 1-31
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess? I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパターン設定に関する

すべての設定値の問い合わせ 1-31
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:HEXa I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパターンをHEXで設定 1-31
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパターンの有効/無効の

設定/問い合わせ 1-31
:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern

I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパターンをBINARYで
設定/問い合わせ 1-31

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA? I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターン設定に関する
すべての設定値の問い合わせ 1-31

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:CONDition

I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターンのトリガ条件の
設定/問い合わせ 1-31

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:HEXa I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターンをHEXで設定 1-32
:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:MODE I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターンの有効/無効の

設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:PATTern I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターンをBINARYで

設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:POSItion I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターンの

比較ポジションの設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:ADDRess:IREStart I2C Addressトリガ条件のRestartコンディションを無視する(YES)/

しない(NO)の設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:ADDRess:IUNexpected I2C Addressトリガ条件のプロトコルから外れたスタート/ストップ

コンディションを無視する(YES)/しない(NO)の設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:COMBination I2Cトリガの組み合わせの設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:PATTern? I2Cトリガパターン設定に関するすべての設定値の問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<X> I2Cトリガパターン条件の各チャネルの状態の設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:PATTern:CONDition I2Cトリガパターン条件のトリガ条件の設定/問い合わせ 1-32
:TRIGger:I2C:TYPE I2Cトリガのタイプの設定/問い合わせ 1-33
:TRIGger:TYPE トリガの種類の設定/問い合わせ 1-33

I2C Analyzeグループ

:SEARch:I2C? I2C解析機能に関するすべての設定値の問い合わせ 1-35
:SEARch:I2C:ANALyze? I2C解析実行に関するすべての設定値の問い合わせ 1-35
:SEARch:I2C:ANALyze:ABORt I2C解析実行の中止 1-35
:SEARch:I2C:ANALyze:EXECute I2C解析の実行 1-35
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup? I2C解析条件に関するすべての設定値の問い合わせ 1-35
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk? I22C解析条件におけるクロックチャネルのすべての設定値の問い合わせ 1-35
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:HYSTeresis

I2C解析条件におけるクロックチャネルのヒステリシスの
設定/問い合わせ 1-35

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

I2C解析条件におけるクロックチャネルのレベルの設定/問い合わせ 1-36
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:SOURce

I2C解析条件におけるクロックチャネルの対象波形の設定/問い合わせ 1-36
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA? I2C解析条件におけるデータチャネルのすべての設定値の問い合わせ 1-36
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コマンド 機能 ページ

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel

I2C解析条件におけるデータチャネルのスレッショルドレベルの
設定/問い合わせ 1-36

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:SOURce

I2C解析条件におけるデータチャネルの対象波形の設定/問い合わせ 1-36
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition I2C解析基準位置を手動にしたときの，基準位置の設定/問い合わせ 1-36
:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint I2C解析基準位置をトリガポジションにするか，手動にするかの

設定/問い合わせ 1-36
:SEARch:I2C:LIST? {<NRf>} I2C解析結果1バイト分を文字列として出力 1-36
:SEARch:I2C:SEARch? I2C解析結果の検索に関するすべての設定値の問い合わせ 1-36
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess? I2C解析結果のAddress検索に関するすべての設定値の問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK I2C解析結果のAddress検索のAck条件の設定/問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:HEXa I2C解析結果のAddress検索パターンをHEXで設定 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE I2C解析結果の検索時のAddressパターンの有効/無効の設定/問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern I2C解析結果のAddress検索パターンをBINARYで設定/問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:DATA? I2C解析結果のData検索に関するすべての設定値の問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK I2C解析結果のData検索のAck条件の設定/問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:HEXa I2C解析結果のData検索パターンをHEXで設定 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE I2C解析結果の検索時のDataパターンの有効/無効の設定/問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern I2C解析結果のData検索パターンをBINARYで設定/問い合わせ 1-37
:SEARch:I2C:SEARch:NEXT? I2C解析結果の検索を現バイトより後のバイトに対して実行/検索位置の

返し 1-38
:SEARch:I2C:SEARch:PREVious? I2C解析結果の検索を現バイトより前のバイトに対して実行/検索位置の

返し 1-38
:SEARch:I2C:SEARch:TYPE I2C解析結果の検索の種類の設定/問い合わせ 1-38
:SEARch:TYPE 検索タイプの設定/問い合わせ 1-38

I2C Fileグループ

:FILE:SAVE:I2C[:EXECute] I2C解析結果の保存の実行(オーバラップコマンド) 1-38
:FILE:SAVE:I2C:ABORt I2C解析結果の保存の中止 1-38

1.7　通信コマンド



1-30 IM 701610-61

● I2C Triggerグループ
I2C Triggerグループは，フロントパネルのENHANCEDキーのI2Cバスメニューと同じ設定/設定内容の問い合わせ
ができます。

:TRIGger :

?

CONDition <Space> ENTer

EXIT

TRUE

FALSe

?

?

I2C : ADDRess : ADDRess : HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

?

DATA : CONDition <Space> TRUE

FALSE

?

HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

?

IREStar t <Space> YES

NO

?

IUNexpected <Space> YES

NO

?

?

BCOunt <Space> X

<NRf>

?

COMBination <Space> ONLY

ONPattern

APATtern

?

PA TTern : CHANnel <x> <Space> HIGH

LOW

DONTcare

;

;

;

;

;

;

POSItion <Space> FirstByte

Anywhere

?

1.7　通信コマンド
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TYPE <Space> STARt

NACK

ADDRess

?

?

TYPE <Space>

I2CBus

?

1.7　通信コマンド

:TRIGger:I2C?
機能 I2Cトリガに関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :TRIGger:I2C?

例 :TRIGGER:I2C? -> :TRIGGER:I2C:

TYPE START;ADDRESS:ADDRESS:MODE 0;

PATTERN "X0X10X10";:TRIGGER:I2C:

ADDRESS:DATA:MODE 0;

PATTERN "10X10X10";CONDITION

FALSE;POSITION FIRSTBYTE;:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:IRESTART NO;

IUNEXPECTED NO;:TRIGGER:I2C:PATTERN:

CLOCK NONE;CHANNEL3 DONTCARE;

CHANNEL4 DONTCARE;CONDITION ENTER

:TRIGger:I2C:ADDRess?
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Dataに関するすべて

の設定値を問い合わせます。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS? -> :TRIGGER:I2C:

ADDRESS:ADDRESS:MODE 0;

PATTERN "X0X10X10";:TRIGGER:I2C:

ADDRESS:DATA:MODE 0;

PATTERN "10X10X10";CONDITION

FALSE;POSITION FIRSTBYTE;:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:IRESTART NO;

IUNEXPECTED NO

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess?
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパ

ターン設定に関するすべての設定値を問い合わせま
す。

構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE 0;

PATTERN "X0X10X10"

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:HEXa
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパ

ターンをHEXで設定します。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:HEXa {<文

字列>}
<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:HEXA "1A"

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパ

ターンの有効/無効を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:MODE?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE ON

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:MODE 1

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のAddressパ

ターンをBINARYで設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern {<文

字列>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:ADDRess:PATTern?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
(8文字目は，R/Wビット)

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:

PATTERN "X0X10X10"

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:ADDRESS:

PATTERN? -> :TRIGGER:I2C:ADDRESS:

ADDRESS:PATTERN "X0X10X10"

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA?
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターン

設定に関するすべての設定値を問い合わせます。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA? ->:TRIGGER:

I2C:ADDRESS:DATA:MODE 0;

PATTERN "10X10X10";CONDITION

FALSE;POSITION FIRSTBYTE

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:

CONDition
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパターン

のトリガ条件を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:CONDition

{TRUE|FALSE}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:CONDition?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:

CONDITION TRUE:

TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:CONDITION? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:

CONDITION TRUE
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:TRIGger:I2C:ADDRess:IUNexpected
機能 I2C Addressトリガ条件のプロトコルから外れたス

タート/ストップコンディションを無視する(YES)/
しない(NO)の設定/問い合わせします。

構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:IUNexpected

{YES|NO}

:TRIGger:I2C:ADDRess:IUNexpected?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:IUNEXPECTED YES

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:IUNEXPECTED? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:IUNEXPECTED YES

:TRIGger:I2C:COMBination
機能 I2Cトリガの組み合わせを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:COMBination

{ONLY|ONPattern|APATtern}

:TRIGger:I2C:COMBination?

例 :TRIGGER:I2C:COMBIMATION ONLY

:TRIGGER:I2C:COMBIMATION? -> :TRIGGER:

I2C:COMBIMATION ONLY

:TRIGger:I2C:PATTern?
機能 I2Cトリガのパターン設定に関するすべての設定値

を問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:PATTern?

例 :TRIGGER:I2C:PATTERN? -> :TRIGGER:I2C:

PATTERN:CHANNEL3 DONTCARE;

CHANNEL4 DONTCARE;CONDITION ENTER

:TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<x>
機能 I2Cトリガパターン条件の各チャネルの状態を設定/

問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<x>

{HIGH|LOW|DONTcare}

:TRIGger:I2C:PATTern:CHANnel<x>?

<x>＝3，4
例 :TRIGGER:I2C:PATTERN:CHANNEL3 HIGH

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CHANNEL3? ->

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CHANNEL3 HIGH

:TRIGger:I2C:PATTern:CONDition
機能 I2Cトリガパターン条件のトリガ条件を設定/問い合

わせします。
構文 :TRIGger:I2C:PATTern:CONDition

{ENTer|EXIT|TRUE|FALSe}

:TRIGger:I2C:PATTern:CONDition?

例 :TRIGGER:I2C:PATTERN:CONDITION ENTER

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CONDITION? ->

:TRIGGER:I2C:PATTERN:CONDITION ENTER

1.7　通信コマンド

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:HEXa
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパター

ンをHEXで設定します。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:HEXa {<文字列

>}

<文字列>=＝0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:HEXA "2B"

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:MODE
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパター

ンの有効/無効を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:MODE?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:MODE ON

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:MODE? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:MODE 1

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:PATTern
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパター

ンをBINARYで設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:PATTern {<文字

列>}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:PATTern?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:

PATTERN "10X10X10"

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:PATTERN? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:

PATTERN "10X10X10"

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:POSItion
機能 I2CトリガのタイプがAddress&Data時のDataパター

ンの比較ポジションを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:POSItion

{FIRStbyte|ANYWhere}

:TRIGger:I2C:ADDRess:DATA:POSItion?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:POSITION

FIRSTBYTE:

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:POSITION? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:DATA:POSITION

FIRSTBYTE

:TRIGger:I2C:ADDRess:IREStart
機能 I2C Addressトリガ条件のRestartコンディションを

無視する(YES)/しない(NO)の設定/問い合わせしま
す。

構文 :TRIGger:I2C:ADDRess:IREStart {YES|NO}

:TRIGger:I2C:ADDRess:IREStart?

例 :TRIGGER:I2C:ADDRESS:IRESTART YES

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:IRESTART? ->

:TRIGGER:I2C:ADDRESS:IRESTART YES
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:TRIGger:I2C:TYPE
機能 I2Cトリガのタイプを設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:I2C:TYPE {STARt|NACK|ADDRess}

:TRIGger:I2C:TYPE?

例 :TRIGGER:I2C:TYPE START

:TRIGGER:I2C:TYPE? -> :TRIGGER:I2C:

TYPE START

:TRIGger:TYPE
機能 トリガの種類を設定/問い合わせします。
構文 :TRIGger:TYPE {ABN|ADB|PATTern|WIDTh|

OR|TV|SIMPle|I2CBus}

:TRIGger:TYPE?

例 :TRIGGER:TYPE I2CBUS
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● I2C Analyzeグループ
I2C Analyzeグループは，フロントパネルのSHIFTキー＋ZOOMキーのI2Cバスメニューと同じ設定/設定内容の問
い合わせ/実行ができます。

:SEARch :

I2C : ANALyz e : ABORt

EXECute

SETup : CLOCk : HYSTeresis <Space> <NRf>

＜電圧＞

<電圧> ＜電圧＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

?

LEVel <Space>

?

SOURce <Space> <NRf>

?

?

DATA : LEVel <Space> ,

?

SOURce <Space> <NRf>

?

?

MPOSition <Space> <NRf>

?

RPOint <Space> TRIGg er

MANual

?

?

?

LIST ? <Space> <NRf>

?

SEARch : ADDRess : ACK <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

?

DATA : ACK <Space>

?

?

HEXa <Space>

＜文字列＞HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

?

NEXT ?

;

;

;

;

;

;

;

;

;

PREVious ?
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?

TYPE <Space>

I2CBus

?

TYPE <Space> PA TTern

INDefinite

?

?

:SEARch:I2C?
機能 I2C解析機能に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:I2C?

例 :SEARCH:I2C? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:SOURCE 1;LEVEL 1.000E+00;

HYSTERESIS 0.3;:SEARCH:I2C:ANALYZE:

SETUP:DATA:SOURCE 2;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP::RPOINT TRIGGER;

MPOSITION -4.00000;:SEARCH:I2C:SEARCH:

TYPE PATTERN;ADDRESS:MODE 1;

PATTERN "X0X10X10";ACK "X";:SEARCH:

I2C:SEARCH:DATA:MODE 1;

PATTERN "10X10X10";ACK "X"

:SEARch:I2C:ANALyze?
機能 I2C解析実行に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE? -> :SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP:CLOCK:SOURCE 1;

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;:SEARCH:

I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:SOURCE 2;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP::RPOINT TRIGGER;

MPOSITION -4.00000

:SEARch:I2C:ANALyze:ABORt
機能 I2C解析実行を中止します。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:ABORt

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:ABORT

:SEARch:I2C:ANALyze:EXECute
機能 I2C解析を実行します。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:EXECute

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:EXECUTE

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup?
機能 I2C解析条件に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP? -> :SEARCH:

I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:SOURCE 1;

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;:SEARCH:

I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:SOURCE 2;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:I2C:

ANALYZE:SETUP::RPOINT TRIGGER;

MPOSITION -4.00000

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk?
機能 I2C解析条件におけるクロックチャネルのすべての設

定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK? ->

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

SOURCE 1;LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis
機能 I2C解析条件におけるクロックチャネルのヒステリシ

スを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis {<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis?

<NRf>＝0.3～4.0(div,0.1ステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS 0.5

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:HYSTERESIS 0.5

1.7　通信コマンド
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:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

LEVel
機能 I2C解析条件におけるクロックチャネルのレベルを設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

{<電圧>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel?

<電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1V

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:LEVEL 1.000E+00

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:

SOURce
機能 I2C解析条件におけるクロックチャネルの対象波形を

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:SOURce

{<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:CLOCk:SOURce?

<NRf>＝1，3
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

SOURCE 1

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

SOURCE? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:SOURCE 1

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA?
機能 I2C解析条件におけるデータチャネルのすべての設定

値を問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA? ->

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

SOURCE 2;LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel
機能 I2C解析条件におけるデータチャネルのスレッショル

ドレベルを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel {<

電圧>,<電圧>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:LEVel?

<電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

LEVEL 1V,0V

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

LEVEL? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

DATA:LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:

SOURce
機能 I2C解析条件におけるデータチャネルの対象波形を設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:SOURce

{<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:DATA:SOURce?

<NRf>＝2，4
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:SOURCE 2

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:DATA:

SOURCE? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

DATA:SOURCE 2

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition
機能 I2C解析基準位置を手動にしたときの，基準位置を設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition

{<NRf>}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:MPOSition?

<NRf>＝－5～5div(10div/表示レコード長ステップ)
例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.000

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION? -> :SEARCH:I2C:ANALYZE:

SETUP:MPOSITION -4.00000

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint
機能 I2C解析基準位置をトリガポジションにするか，手動

にするかの設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint

{TRIGger|MANual}

:SEARch:I2C:ANALyze:SETup:RPOint?

例 :SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:RPOINT? ->

:SEARCH:I2C:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARch:I2C:LIST? {<NRf>}
機能 I2C解析結果１バイト分を文字列として出力します。
構文 :SEARch:I2C:LIST? {<NRf>}

<NRf>＝－40000～40000
例 :SEARCH:I2C:LIST? 1 ->

"      1      0.024   00001111  0F 0"

:SEARch:I2C:SEARch?
機能 I2C解析結果の検索に関するすべての設定値を問い合

わせます。
構文 :SEARch:I2C:SEARch?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH? -> :SEARCH:I2C:

SEARCH:TYPE PATTERN;ADDRESS:MODE 1;

PATTERN "X0X10X10";ACK "X";:SEARCH:

I2C:SEARCH:DATA:MODE 1;

PATTERN "10X10X10";ACK "X"
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:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess?
機能 I2C解析結果のAddress検索に関するすべての設定値を

問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS? -> :SEARCH:

I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE 1;

PATTERN "X0X10X10";ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK
 機能 I2C解析結果のAddress検索のAck条件を設定/問い合わ

せします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK {<文字列>}

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:ACK?

 <文字列>＝'0'，'1'，'X'
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:ACK "X"

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:ACK? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:HEXa
機能 I2C解析結果のAddress検索パターンをHEXで設定しま

す。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:HEXa {<文字列>}

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:HEXA "1A"

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE
機能 I2C解析結果の検索時のAddressパターンの有効/無効を

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:MODE?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE ON

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:MODE 1

:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern
機能 I2C解析結果のAddress検索パターンをBINARYで設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern {<文字

列>}
:SEARch:I2C:SEARch:ADDRess:PATTern?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
(8文字目は，R/Wビット)

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:

PATTERN "X0X10X10"

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:PATTERN? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:ADDRESS:

PATTERN "X0X10X10"

:SEARch:I2C:SEARch:DATA?
機能 I2C解析結果のData検索に関するすべての設定値を

問い合わせます。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA? -> :SEARCH:

I2C:SEARCH:DATA:MODE 1;

PATTERN "10X10X10";ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK
機能 I2C解析結果のData検索のAck条件を設定/問い合わ

せします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK {<文字列>}

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:ACK?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:ACK "X"

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:ACK? ->:SEARCH:

I2C:SEARCH:DATA:ACK "X"

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:HEXa
機能 I2C解析結果のData検索パターンをHEXで設定しま

す。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:HEXa {<文字列>}

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:HEXA "2B"

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:HEXA? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:HEXA "2B"

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE
機能 I2C解析結果の検索時のDataパターンの有効/無効を

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:MODE?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:MODE ON

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:MODE? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:MODE 1

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern
機能 I2C解析結果のData検索パターンをBINARYで設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern {<文字列

>}

:SEARch:I2C:SEARch:DATA:PATTern?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
(8文字目は，R/Wビット)

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:PATTERN

"10X10X10"

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:PATTERN? ->

:SEARCH:I2C:SEARCH:DATA:

PATTERN "10X10X10"

1.7　通信コマンド
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:SEARch:I2C:SEARch:NEXT?
機能 I2C解析結果の検索を現バイトより後のバイトに対し

て行い，検索位置を返します。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:NEXT?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:NEXT? -> 10

解説 検索が成功した場合は，－ 40000～40000の値が
返ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:I2C:SEARch:PREVious?
機能 I2C解析結果の検索を現バイトより前のバイトに対し

て行い，検索位置を返します。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:PREVious?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:PREVIOUS? -> -10

解説 検索が成功した場合は，－40000～40000の値が返
ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:I2C:SEARch:TYPE
機能 I2C解析結果の検索の種類を設定/問い合わせしま

す。
構文 :SEARch:I2C:SEARch:TYPE

{PATTern|INDefinite}

:SEARch:I2C:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:I2C:SEARCH:TYPE PATTERN

:SEARCH:I2C:SEARCH:TYPE? -> :SEARCH:

I2C:SEARCH:TYPE PATTERN

:SEARch:TYPE
機能 検索タイプを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:TYPE {SPATtern|WIDTh|EDGE|

PPATtern|ASCRoll|I2CBus|SPIBus}

:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:TYPE I2CBUS

:SEARCH:TYPE? -> :SEARCH:TYPE I2CBUS

●I2C Fileグループ
I2C Fileグループは，フロントパネルのFILEキーのI2Cバスメニューと同じ設定/設定内容の問い合わせ/実行ができ
ます。

I2C

:FILE :

SAVE :

:

ABORt

EXECute

?

;

;

:FILE:SAVE:I2C[:EXECute]
機能 I2C解析結果の保存を実行します。オーバラップコマ

ンドです。
構文 :FILE:SAVE:I2C[:EXECute]

例 :FILE:SAVE:I2C:EXECUTE

:FILE:SAVE:I2C:ABORt
機能 I2C解析結果の保存を中止します。
構文 :FILE:SAVE:I2C:ABORt

例 :FILE:SAVE:I2C:ABORT
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1.8 エラーメッセージ

ここでは，I2Cバス信号解析機能に関するエラーメッセージだけを記載しています。
これら以外にも本体および通信関連のエラーメッセージがあります。これらのメッセージ
については，別冊のユーザーズマニュアル(IM 701610-01)および通信インタフェース
ユーザーズマニュアル(IM 701610-17)に記載してあります。

ワーニング

コード メッセージ

37 解析を中止しました。
Analysis aborted.

38 データを認識できませんでした。設定を変更するか，波形を再取り込みした後，もう一度実行してください。
Data not detected.  Execute again after changing the settings or reacquiring the waveform.

エラー

コード メッセージ

779 対象となるデータが存在しません。解析を実行してください。
Specified data does not exist.  Execute the analysis.
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2.1 SPIバス信号解析機能の概要

SPIバス信号解析機能について
本オプション機能を使うと，SPIバスの信号波形を表示しながら，データを解析できま
す。主な機能は，次のとおりです。

・解析機能

ヒストリデータ/アクイジションデータ/波形の取り込みをストップしたときに表示され
ているデータを解析できます。
解析結果は，画面右側にリスト表示されます。また，解析結果をヘキサ/バイナリ表示
したり，解析結果と波形を同時表示することも可能です。

・サーチ機能

取り込んだデータ(現在表示しているデータ)から，指定したデータパターンと一致する
データを検索(前方検索/後方検索)し，検索したデータをズーム画面に拡大表示します。
データパターンはバイナリまたはヘキサで，データ長は1～8バイトから設定できま
す。また，不定データを検索することも可能です。

クロック信号(Clock)

データ出力信号

データ入力信号

チップセレクト信号(CS)

バイト番号 ：0
データ出力信号 ：08(HEX)
データ入力信号 ：C4(HEX)
チップセレクト信号：L
ビットオーダ ：MSB First

1 2 3 4 5 6 7 8

解析結果

0 0 0 0 1 0 0 0

1 1 0 0 0 1 0 0

Note
・ 本機器では，CH1にクロック信号(Clock)，CH2とCH3にデータ入出力信号(Data1および
Data2)，CH4にチップセレクト信号(CS)を入力します。

・ データ伝送は，クロック信号に同期してバイト(8ビット)単位で行われます。したがって，SPI
信号をバイト単位で解析/サーチします。

・ SPIバス信号解析機能には，専用のトリガはありません。

第2章 SPIバス信号解析機能
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2.2 プローブを接続する

測定入力端子
プローブは，フロントパネルの下部にある入力端子のいずれかに接続してください。入力
インピーダンスは，1MΩ±1.0%，約28pFです。

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

1MΩ 28pF      300V CAT

警　　告

火災や感電防止のため，本機器を過電圧カテゴリII，III，IV内の計測に使
用しないでください。

　

注　　意

1MΩ入力の場合の最大入力電圧は，周波数1kH z以下のときに，
300VDCまたは300Vrmsです。これを超える電圧を加えると，入力部が
損傷する恐れがあります。周波数が1kHzを超えるときは，この電圧以下
でも損傷することがあります。

　

接続時の注意
・ SPIバス信号の解析をするときは，次のように各入力端子に信号を入力してください。
CH1 ：クロック信号(Clock)
CH2 ：データ入出力信号(Data1)*
CH3 ：データ入出力信号(Data2)*
CH4 ：チップセレクト信号(CS)
* CH2とCH3は，データ入力信号またはデータ出力信号のどちらでも接続できます。本機器は，
CH2に接続された信号のデータをData1，CH3に接続された信号のデータをData2として処理
します。

・プローブを初めて接続するときは，ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「3.5　
プローブの位相補正をする」に従って，必ずプローブの位相補正を行ってください。補
正しないと，周波数に対して利得が一定にならず，正しい測定を行うことはできませ
ん。この補正は，接続するチャネルごとに行ってください。

・プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は，負荷効果により，正しい測
定ができないことがあります。ご注意ください。
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2.3 解析対象信号を表示する

SPIバス信号解析機能には，専用のトリガがないので，下記にCS信号(CH4)の立ち下がり
エッジでトリガをかける場合の方法を記載します。詳細は，ユーザーズマニュアル(IM
701610-01)の「6.5　エッジトリガをかける(SIMPLE)」をご覧ください。また，その他
の条件でトリガをかける場合は，ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「第6章　ト
リガ」をご参照ください。

操作キー

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

操作手順

1. SIMPLEを押します。

●トリガソースの設定

2. Sourceのソフトキーを押します。トリガソースの選択メニューが表示されます。

これらの項目は，USBキーボード
から数値を直接入力できます。

3. CH4のソフトキーを押します。

●トリガレベルの設定

4. Levelのソフトキーを押して，対象をLevelにします。

5. ジョグシャトルを回して，トリガレベルを設定します。
矢印キーで設定する桁を移動できます。また，RESETを押すと，トリガレベルが
現在のオフセット電圧値になります。

●トリガスロープの設定

6. Slopeのソフトキーを押して， を選択します。

●トリガカップリングの設定

7. Couplingのソフトキーを押して，DCを選択します。
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● HFリジェクションの設定

8. HF Rejectのソフトキーを押して，OFF，ONのどちらかを選びます。

●ヒステリシスの設定

9. Hysteresisのソフトキーを押して， ， のどちらかを選びます。

●ホールドオフ時間の設定

10. Hold Offのソフトキーを押して，対象をHold Offにします。

11. ジョグシャトルを回して，ホールドオフ時間を設定します。
矢印キーで設定する桁を移動できます。また，RESETを押すと，0.08µsにリ
セットされます。

解　　説

●トリガソースの選択

CS信号(CH4)の立ち下がりエッジでトリガをかける場合は，トリガソースにCH4を選
択します。

●トリガレベルの設定

設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02mVです。)

●トリガスロープの設定

トリガソースが設定したレベルをどのように横切ったときにトリガをかけるかを，次の
3つの中から選択します。CS信号(CH4)の立ち下がりエッジでトリガをかける場合は，
トリガスロープを に設定します。
：トリガレベル以下から以上になったときにトリガ(立ち上がり)
：トリガレベル以上から以下になったときにトリガ(立ち下がり)
：立ち上がり/立ち下がりのどちらの状態でもトリガ

●トリガカップリングの設定

次の中から選択します。CS信号(CH4)の立ち下がりエッジでトリガをかける場合は，
トリガカップリングをDCに設定します。
AC：トリガソース信号からDC成分を除去したものをトリガ信号にします。
DC：トリガソース信号をそのままトリガ信号にします。

● HFリジェクションの設定

トリガソース信号から高周波成分(約15kHz以上の周波数成分)を除去した信号をトリガ
信号にするとき，「ON」にします。

2.3　解析対象信号を表示する
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●ヒステリシスの設定

トリガレベルに幅を持たせて，小さな変動ではトリガがかからないようにします。
： トリガレベルを中心に，約0.3div*のヒステリシス
： トリガレベルを中心に，約1div*のヒステリシス

* 上記の数値は，おおよその値です。厳密に保証するものではありません。

●ホールドオフ時間の設定

設定範囲 ： 80ns～10s(初期値は80ns)
設定分解能： 20ns
詳細は，ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「6.4　ホールドオフ時間を設定す
る」をご覧ください。

2.3　解析対象信号を表示する



2-6 IM 701610-61

2.4 解析する/サーチする

操作キー

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

操作手順

1. SHIFTを押して，シフト状態にします。
パネルに印刷されている紫色の文字の機能が有効になります。

2. ZOOMを押します。
3. Typeのソフトキーを押します。解析タイプの選択メニューが表示されます。

4. SPI Busのソフトキーを押します。

5. 波形の取り込みをしている場合は，START/STOPを押して，波形の取り込みをス
トップします。

●解析条件の設定

6. Analyze Setupのソフトキーを押します。Analyze Setupダイアログボックスが
表示されます。
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・Clock(CH1)の設定

レベルの設定

7. ジョグシャトルを回して，ClockのLevelを選択します。
8. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
9. ジョグシャトルを回して，レベルを設定します。
10. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確定します。

ヒステリシスの設定

11. ジョグシャトルを回して，Hysteresisを選択します。
12. 操作8～10と同様にして，ヒステリシスを設定します。

Polarityの設定

13. ジョグシャトルを回して，Polarityにカーソルを移動します。
14. SELECTを押して， または のどちらかを選択します。

・Data1(CH2)の設定

15. ジョグシャトルを回して，Data1(CH2)を選択します。
16. SELECTを押します。Data1(CH2)の左にあるボタンが強調表示されます。

スレショルドレベルの設定

17. ジョグシャトルを回して，Data1(CH2)のThr Upperの欄を選択します。
18. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
19. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。
20. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確定します。
21. 操作17～20と同様にして，Data1(CH2)のThr Lowerを設定します。

・Data2(CH3)の設定

22. 操作15～21と同様にして，Data2(CH3)のThr UpperおよびThr Lowerを設定し
ます。

Note
工場出荷時の状態では，Data1(CH2)とData2(CH3)の左にあるボタンは，強調表示された状態
になっています。

・CS(CH4)の設定

23. CH4をCS信号に設定する場合は，ジョグシャトルを回して，CSのCH4を選択し
ます。

24. SELECTを押します。CH4の左にあるボタンが強調表示されます。

レベルの設定

25. ジョグシャトルを回して，CSのLevelを選択します。
26. 操作8～10と同様にして，レベルを設定します。

CS信号の状態の設定

27. ジョグシャトルを回して，Enable Stateを選択します。
28. 操作23～24でCH4をCS信号に設定した場合は，SELECTを押して，L，H，Xの

いずれかを選択します。
操作23～24でCH4をCS信号に設定しない場合は，Enable Stateの欄に「-」が表
示されます。

2.4　解析する/サーチする
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・ Reference Pointの設定

トリガポジションを解析基準点に設定する場合

29. ジョグシャトルを回して，Trigger Positionを選択します。
30. SELECTを押します。Trigger Positionの左にあるボタンが強調表示され，トリガ

ポジションが解析基準点になります。操作33に進みます。

手動で解析基準点を設定する場合

29. ジョグシャトルを回して，Manualを選択します。
30. SELECTを押します。Manualの左にあるボタンが強調表示されます。
31. ジョグシャトルを回して，Manualの右側の欄を選択します。
32. 操作8～10と同様にして，数値を設定します。操作33に進みます

Note
手動で解析基準点を設定する場合，半透過モード表示にすると，波形表示を確認しながら解析
基準点を設定できます。半透過モード表示についての詳細は，ユーザーズマニュアル(IM
701610-01)の「8.7　半透過モード表示をON/OFFする」をご覧ください。

・ビットオーダの設定

33. ジョグシャトルを回して，Bit Orderを選択します。
34. SELECTを押して，MSB First，LSB Firstのどちらかを選択します。

ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。

●解析の実行

35. Analyze Execのソフトキーを押します。波形の解析を実行して，結果を画面の右
側に表示します。

Listのソフトキーを押して，ジョグシャトルを回して，解析番号を選択すると，
選択した解析番号のデータをズーム画面に拡大表示します。

このデータを
ズーム画面に表示

解析結果

ズーム画面

Note
解析結果に不定データがある場合は，Data1とData2の欄に「＊」が表示されます。

2.4　解析する/サーチする
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●解析結果の詳細表示

36. Detailのソフトキーを押します。解析結果の詳細表示画面が表示されます。

37. HexまたはBinのソフトキーを押して，データフォーマットを選択します。Data1
とData2が，選択したデータフォーマットで表示されます。
解析結果の詳細表示画面を閉じるときには，ESCを押します。

Note
・ ジョグシャトルを回して，解析番号を選択すると，選択した解析番号のバイトをズーム画面に
拡大表示します。

・ 詳細表示の解析番号は，画面右側の解析結果表示の解析番号と連動しています。

●サーチ条件の設定

38. Data Searchのソフトキーを押します。

39. Search Setupのソフトキーを押します。Search Setupダイアログボックスが表
示されます。

40. ジョグシャトルを回して，Typeにカーソルを移動します。

41. SELECTを押して，Frame PatternまたはIndefinite Stateを選択します。

2.4　解析する/サーチする
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・ Frame Pattern(パターンサーチ)を選択した場合

パターンフォーマットの設定

42. ジョグシャトルを回して，Pattern Formatにカーソルを移動します。
43. SELECTを押して，HexまたはBinを選択します。

ソースの設定

44. ジョグシャトルを回して，Sourceにカーソルを移動します。
45. SELECTを押して，Data1またはData2を選択します。

データバイトの設定

46. ジョグシャトルを回して，Data Byteにカーソルを移動します。
47. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
48. ジョグシャトルを回して，数値を1～8から設定します。RESETを押すと，「8」

にリセットされます。

データパターンの設定

49. ジョグシャトルを回して，Data Patternを設定するビットにカーソルを移動しま
す。

50. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
51. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。「X」に設定したビットは，サー

チ条件の対象になりません。SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消す
と，数値が確定します。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作52に進みます。

・ Indefinite State(不定データサーチ)を選択した場合

設定する項目はありません。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作52に進みます。

●サーチの実行

52. Prevのソフトキーを押すと，現在の位置より前のデータを探します。Nextのソフ
トキーを押すと，現在の位置より後のデータを探します。パターンサーチでは，
サーチパターンと一致すると，画面右側の解析結果表示の対応するバイトが強調
表示され，ズーム画面が連動して移動します。不定データサーチでは，Data1ま
たはData2で不定データが存在するバイトを強調表示します。

2.4　解析する/サーチする
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解　　説

解析する
●解析条件の設定

・Clock(CH1)の設定

レベルの設定

クロック信号の立ち上がり，立ち下がりを判断するレベルを設定します。
設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02mVです。)

ヒステリシスの設定

設定範囲 ： 0.3div～4.0div

Polarityの設定

：設定したレベル以下から以上になったタイミングでデータ入出力信号を読み取り
ます。

：設定したレベル以上から以下になったタイミングでデータ入出力信号を読み取り
ます。

・Data1(CH2)，Data2(CH3)の設定

スレショルドレベルの設定

データチャネルの信号レベルが「0」「1」「不定データ」のいずれになるかを判断す
るレベルを設定します。
Thr Upper：このレベルを超える信号を「1」とします。
Thr Lower：このレベル未満の信号を「0」とします。
Thr Lower ≦ データ信号レベル ≦ Thr Upper の場合は，「不定データ」とします。
不定データが見つかった場合は，解析結果の表示画面で，不定データが存在するバイト
のData1またはData2の表示欄に「＊」を表示します。

・チップセレクト信号(CS)の設定

CS信号を設定する場合は，CH4を指定します。
レベルの設定

CH4の信号が「H」か「L」かを判定するレベル(Level)を次のように設定します。
設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02ｍVです。)

CS信号の状態(Enable State)の設定

次のいずれかから選択します。
H ： CS信号が「H」のとき，データ入出力信号を解析します。
L ： CS信号が「L」のとき，データ入出力信号を解析します。
X ：すべてのデータ入出力信号を解析します。CS信号がHからL，LからHに切り替わ

る変化点が，解析対象のバイトの区切りになります。
－： CS信号を選択していないときに適用できます。すべてのデータ入出力信号を解析

します。Reference Pointから，バイト単位で区切られたデータ入出力信号が解
析の対象になります。

2.4　解析する/サーチする
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・ Reference Pointの設定

解析を開始する基準点(Reference Point)を次の中から選択します。
Trigger Position：トリガポジションを基準点にします。
Manual ： －5～＋5divの範囲で基準点を設定できます。

Clock

Data1

Data2

CS

Reference Point

0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

ビットオーダ ：MSB First

Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Lのとき

解析番号(No.) ： 0
Data1のヘキサ表示(Dt1) ： 08
Data2のヘキサ表示(Dt2) ： E4
CS信号のイネーブル状態(CS) ： L

Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Hのとき

解析番号(No.) ： 0
Data1のヘキサ表示(Dt1) ： D8
Data2のヘキサ表示(Dt2) ： 3D
CS信号のイネーブル状態(CS) ： H

Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Xのとき

解析番号(No.) ： 0 1
Data1のヘキサ表示(Dt1) ： 08 D8
Data2のヘキサ表示(Dt2) ： E4 3D
CS信号のイネーブル状態(CS) ： L H

・ビットオーダの設定

バスを流れるデータに合わせて，MSBまたはLSBのどちらかを選択します。
MSB First ： MSBからバスにデータ入出力信号が流れているときに選択します。
LSB First ： LSBからバスにデータ入出力信号が流れているときに選択します。

Data

MSB Firstの場合 ：E831

LSB Firstの場合 ：71C8

1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1

●解析対象

次のデータを解析できます。
・ヒストリデータ
・波形の取り込みをストップしたときに表示されているデータ
・ロードしたアクイジションデータ(ACQデータ)
ヒストリデータの解析対象は，「Select Record」で選択した波形だけです。

2.4　解析する/サーチする
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●解析範囲

画面表示範囲内のアクイジションデータを対象に解析をします。表示できる解析結果
は，40000バイト分です。ただし，解析バイト数によって，次のようになります。
・全解析結果が40000バイト分以下の場合：
Reference Pointの位置に関係なく，すべて表示されます。

・全解析結果が40000バイト分より多い場合：
Pre*側およびPost*側の解析結果の数によって，次のように表示されます。
・ Pre側=30000，Post側=30000　→　Pre側=20000，Post側=20000を表示
・ Pre側=10000，Post側=50000　→　Pre側=10000，Post側=30000を表示
・ Pre側=50000，Post側=10000　→　Pre側=30000，Post側=10000を表示

* Pre ：Reference Pointの前(左)方向
Post：Reference Pointの後(右)方向

●解析時の注意

・波形取り込みがスタート中は，解析/サーチできません。
・アキュムレート波形は，解析/サーチできません。

●解析の実行

解析を実行すると，結果を画面右側にリスト表示します。

・解析結果リスト

次の4項目を表示します。
No. ：最大40000まで表示できます。
Dt1，Dt2 ： Data1，Data2のデータをHex(16進)表示します。ただし，1バイトの

データが8ビット未満の場合は，データを表示しません。不定データが存
在する場合は「＊」を表示します。不定データは1ビット前のデータと同
じ値として解析します。先頭のデータが不定データの場合は0として解析
します。

CS ： CS信号の状態を表示します。CS信号を設定していないときは，空欄で
す。CS信号を設定しているときは，「H」または「L」を表示します。

CS信号を設定するかどうかで，解析番号のNo.0のバイトが次のようになります。
・ CS信号を設定していない場合
Reference Point以降に最初に検出したバイトがNo.0になります。

Reference Point

No.-1

7 8 1 2 3 4 5 6

Data

Clock 7 8 1 2

No.0 No.1

2.4　解析する/サーチする
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・ CS信号を設定している場合
Reference Pointが含まれているバイトがNo.0になります。
ただし，Reference Pointがバイトとバイトの間にある場合は，Reference Point以
降に最初に検出したバイトがNo.0になります。

Reference Point

No.-1

1 2 3 4 5 6 7 8

Data

Clock

No.0

1 2 3 4 5 6 7 8

Reference Point

No.0

1 2 3 4 5 6 7 8

Data

Clock

No.1

1 2 3 4 5 6 7 8

CS

CS

Note
・ 解析を実行すると，解析結果リストの任意のバイトを選択(強調表示)して，そのバイトの先頭
にZoom Positionが移動します。また，Zoom Positionを移動すると，Zoom Positionに対応
するバイトに，解析結果リストの強調表示が移動します。

・ CS信号を設定した場合，Main画面上のCS信号波形にHからL，LからHに切り替わる変化点が
ないときは，データ入出力信号は解析されません。

●解析結果の詳細表示

解析結果を次のように詳細表示します。

Reference Pointからの時間
Data1のバイナリ(またはヘキサ)表示

Data2のバイナリ(またはヘキサ)表示

CS信号の状態

不定データが存在するバイトのData1，Data2の左側には
「＊」が表示されます。

詳細表示画面では，指定した番号のデータを強調表示します。
波形表示画面では，指定した番号のデータをズーム画面に表示します。

2.4　解析する/サーチする
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2.4　解析する/サーチする

サーチする
●サーチ条件の設定

・パターンサーチ(Frame Pattern)

Data1またはData2のデータのパターンをバイト単位で指定して，波形をサーチできま
す。設定したパターンと一致する波形が見つかると，Zoom Positionがその部分に移動
して，Zoom画面にサーチした波形を表示します。バイナリまたはヘキサでサーチする
パターンを設定します。「X」が設定されているビットは，サーチの対象外です。
設定項目は，次のとおりです。
Pattern Format：パターン表示形式を指定します。Hex(16進数表示)またはBin(2進数

表示)のいずれかを選択します。
Source ：パターン検索する対象波形をData1またはData2に設定します。
Data Byte ：データのバイト数を1～8(byte)から設定します。
Data Pattern ：検索するパターンをHexまたはBin形式で設定します。ビットオーダ

は解析時に設定した形式になります。設定したビットにXがある
と，Hex形式では「$」を表示します。

・不定データサーチ(Indefinite State)

解析結果から，不定データを検索します。パターンサーチと不定データサーチを同時に
行うことはできません。

Note
・ 不定データは，常に設定したステータスと一致していると判断します。
・ CS信号が選択されているチャネルを指定して解析した場合，CS信号の状態が変化した時点で
データが区切れたとみなします。この場合，検索するときもデータが区切れたとみなして検索
します。例えば，下図のような合計5バイトのデータを解析した場合，解析時のCSチャネルの
指定によって，次のように検索をします。
・ CSチャネルを指定して解析した場合
2つのCSの区間にわたるデータの検索はできません。したがって，Data Byteを4または5
に設定して検索することはできません。(解析結果からは判断できません。)

・ CSチャネルを指定しないで解析した場合
チップセレクト区間とは無関係です。Data Byteを4または5に設定して検索できます。
例 Enable State=L

Data

CS

8 bit 8 bit 8 bit 8 bit 8 bit

●サーチの実行

設定したサーチ条件と一致するデータを前方(Prev)または後方(Next)に検索します。
データが一致すると，画面右側の解析結果表示の対応するデータを強調表示します。ま
た，一致したデータをズーム画面に拡大表示します。
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2.5 詳細解析結果を保存する

操作キー

ACTION DELAY

X - Y MENU MENU PHASE

SEARCH
HORIZONTALVERTICAL TRIGGER

TRIG  D

HELP
ESC

SELECTRESET

SIMPLE

MODE POSITION

MATHMISCFILE

CLEAR
TRACE

HISTORY

MEASURE

SETUP

PRESET

DISPLAY

CURSOR

CH 1

CH 2

CH 3

CH 4

POWER

COPY IMAGE   SAVE SHIFT

ZOOM

GO/NO-GO

ENHANCED

ACQ START/STOP

SNAP
SHOT

V DIV TIME DIV

操作手順

1. FILEを押します。
2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemの選択メニューが表示されます。

3. Next1/2のソフトキーを押して，Next 2/2メニューを表示します。

4. SPI Busのソフトキーを押します。

5. Saveのソフトキーを押します。

●保存先のメディアの選択

6. File Listのソフトキーを押します。File Listボックスが表示されます。
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7. ジョグシャトルを回して，保存先のメディア( [ ] で表示)を選択します。

8. SELECTを押して，メディアを確定します。

●保存先のディレクトリの選択

(メディアにディレクトリがある場合に操作してください。)
9. ジョグシャトルを回して，保存先のディレクトリ(＜ ＞で表示)を選択します。
10. SELECTを押して，ディレクトリを確定します。

File Listメニューの左上のPath=......に，選択したメディア/ディレクトリが表示さ
れます。
＜..　　＞を選択すると一つ上のディレクトリに戻ります。

●保存するファイル名の設定

11. File Nameのソフトキーを押します。File Name & Commentダイアログボックス
が表示されます。

12. ジョグシャトルを回して，Auto Namingの欄にカーソルを移動します。

13. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
14. ジョグシャトルを回して，File Nameの欄にカーソルを移動します。
15. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
16. ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「4.1　数値・文字列を入力する」の操

作に従って，ファイル名を入力します。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。

Note
詳細解析結果を保存するときには，Commentは無効となります。

2.5　詳細解析結果を保存する
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2.5　詳細解析結果を保存する

●保存の実行

17. Save Execのソフトキーを押します。Path=......に表示されたディレクトリへの保
存が実行されます。同時にSave Execソフトキーの名称が，Abortに変わります。

●保存の中止

18. Abortのソフトキーを押します。保存が中止されます。同時にAbortソフトキーの
名称が，Save Execに変わります。

● File Listメニューに表示するファイルの指定，プロパティの表示

19. File Listメニューを表示している画面で，Filterのソフトキーを押して，＊.TXT，
＊.＊のどちらかを選択します。

20. ジョグシャトルで，File Listメニューのファイルを選択します。
21. Propertyのソフトキーを押します。選択したファイルに関するPropertyボックス

が表示されます。
ESCを押して，ボックスを閉じます。

解　　説

●詳細解析結果の保存

SPIバス信号の解析結果を，FILEメニューで選択したストレージメディアにASCII形式
で保存できます。
拡張子 ： .TXT
データ容量： (1データのバイト数*1×解析結果の数)＋44バイト*2

*1 データによって，1データのバイト数は異なります。
・CSなしの解析データの場合 ：最小40バイト
・CH4をCSに設定した解析データの場合：最大44バイト

*2 タイトルのデータサイズは，44バイトです。
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2.6 通信コマンド

コマンド 機能 ページ

SPI Analyzeグループ

:SEARch:SPI? SPI解析機能に関するすべての設定値の問い合わせ 2-21
:SEARch:SPI:ANALyze? SPI解析実行に関するすべての設定値の問い合わせ 2-21
:SEARch:SPI:ANALyze:ABORt SPI解析実行の中止 2-21
:SEARch:SPI:ANALyze:EXECute SPI解析の実行 2-21
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup? SPI解析条件に関するすべての設定値の問い合わせ 2-21
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder SPI解析データの結果表示のビット順序の設定/問い合わせ 2-21
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk? SPI解析条件におけるクロックチャネルのすべての設定値の問い合わせ 2-22
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:HYSTeresis

SPI解析条件におけるクロックチャネルのヒステリシスの設定/問い合わせ 2-22
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

SPI解析条件におけるクロックチャネルのレベルの設定/問い合わせ 2-22
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:POLarity

SPI解析条件におけるクロックチャネルの解析するエッジの
設定/問い合わせ 2-22

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS? SPI解析条件におけるCS信号のすべての設定値の問い合わせ 2-22
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4?

SPI解析CS信号条件におけるチャネル4のすべての設定値の問い合わせ 2-22
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:LEVel

SPI解析CS信号条件におけるチャネル4のレベルの設定/問い合わせ 2-22
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:MODE

SPI解析条件においてチャネル4をCS信号として扱う(ON)/
扱わない(OFF)の設定/問い合わせ 2-22

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate SPI解析条件においてCS信号の有効状態の設定/問い合わせ 2-23
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>? SPI解析条件におけるデータチャネルのすべての設定値の問い合わせ 2-23
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:LEVel

SPI解析条件におけるデータチャネルのスレショルドレベルの
設定/問い合わせ 2-23

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE

SPI解析条件におけるデータチャネルの有効(ON)/無効(OFF)の
設定/問い合わせ 2-23

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition SPI解析基準位置を手動にしたときの，基準位置の設定/問い合わせ 2-23
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint SPI解析基準位置をトリガポジションにするか，手動にするかの

設定/問い合わせ 2-23
:SEARch:SPI:LIST? SPI解析結果1バイト分を文字列として出力 2-23
:SEARch:SPI:SEARch? SPI解析結果の検索に関するすべての設定値の問い合わせ 2-23
:SEARch:SPI:SEARch:DATA? SPI解析結果のData検索に関するすべての設定値の問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE SPI解析結果のData検索の検索データバイト数の設定/問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x> SPI解析結果のData検索パターンをHEXで設定 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x> SPI解析結果のData検索パターンをBINARYで設定/問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:NEXT? SPI解析結果の検索を現バイトより後のバイトに対して実行/検索位置の

返し 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat SPI解析結果の検索パターンの設定フォーマットの設定/問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:PREVious? SPI解析結果の検索を現バイトより前のバイトに対して実行/検索位置の

返し 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:SOURce SPI解析結果の検索するデータソースの設定/問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:SEARch:TYPE SPI解析結果の検索の種類の設定/問い合わせ 2-24
:SEARch:TYPE 検索タイプの設定/問い合わせ 2-24

SPI Fileグループ

:FILE:SAVE:SPI[:EXECute] SPI解析結果の保存の実行(オーバラップコマンド) 2-25
:FILE:SAVE:SPI:ABORt SPI解析結果の保存の中止 2-25
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2.6　通信コマンド

●SPI Analyzeグループ
SPI Analyzeグループは，フロントパネルのSHIFTキー＋ZOOMキーのSPIバスメニューと同じ設定/設定内容の問
い合わせ/実行ができます。

:SEARch :

SPI : ANALyz e : ABORt

EXECute

SETup : BITorder <Space> MSBFirst

LSBFirst

?

CLOCk : HYSTeresis <Space> <NRf>

＜電圧＞

＜電圧＞

＜電圧＞ ＜電圧＞

＜文字列＞

＜文字列＞

?

LEVel <Space>

?

POLarity <Space> RISE

FALL

?

?

CS : CHANnel4 : LEVel <Space>

?

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

?

ESTate <Space> HIGH

LOW

DONTcare

?

?

DATA <x> : LEVel <Space> ,

?

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

?

MPOSition <Space> <NRf>

?

RPOint <Space> TRIGg er

MANual

?

?

?

LIST ? <Space> <NRf>

SEARch : DATA : BYTE <Space> <NRf>

?

PA TTern <x> <Space>

?

HEXa <x> <Space>

?

NEXT ?

;

;

;

;

;

;

;

;

;

;

PFORmat <Space> HEXa

BINar y

?

PREVious ?
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TYPE <Space>

SPIBus

?

SOURce <Space> DATA1

DATA2

?

TYPE <Space> FRAMe

INDeånite

?

?

?

2.6　通信コマンド

:SEARch:SPI?
機能 SPI解析機能に関するすべての設定値を問い合わせ

ます。
構文 :SEARch:SPI?

例 :SEARCH:SPI? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:LEVEL 1.000E+00;

HYSTERESIS 0.3;POLARITY RISE;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 1;

ESTATE LOW;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.00000;BITORDER MSBFIRST;:

SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME;

PFORMAT BINARY;SOURCE DATA1;DATA:

BYTE 8;PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"

:SEARch:SPI:ANALyze?
機能 SPI解析実行に関するすべての設定値を問い合わせ

ます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE? -> :SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL 1.000E+00;

HYSTERESIS 0.3;POLARITY RISE;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 1;

ESTATE LOW;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.00000;BITORDER MSBFIRST

:SEARch:SPI:ANALyze:ABORt
機能 SPI解析実行を中止します。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:ABORt

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:ABORT

:SEARch:SPI:ANALyze:EXECute
機能 SPI解析を実行します。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:EXECute

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:EXECUTE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup?
機能 SPI解析条件に関するすべての設定値を問い合わせ

ます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP? -> :SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;

POLARITY RISE;:SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 1;

ESTATE LOW;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.00000;BITORDER MSBFIRST

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder
機能 SPI解析データの結果表示のビット順序を設定/問い

合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder

{MSBFirst|LSBFirst}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

BITORDER MSBFIRST

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:BITORDER? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

BITORDER MSBFIRST
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:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk?
機能 SPI解析条件におけるクロックチャネルのすべての

設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;

POLARITY RISE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis
機能 SPI解析条件におけるクロックチャネルのヒステリ

シスを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis {<NRf>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis?

 <NRf>＝0.3～4.0(div，0.1ステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS 0.5

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:HYSTERESIS 0.5

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

LEVel
機能 SPI解析条件におけるクロックチャネルのレベルを

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

{<電圧>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel?

 <電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL

1V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL?

 -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity
機能 SPI解析条件におけるクロックチャネルの解析する

エッジを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity {RISE|FALL}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

POLARITY RISE

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

POLARITY? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:POLARITY RISE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS?
機能 SPI解析条件におけるCS信号のすべての設定値を問

い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE 1;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel4?
機能 SPI解析CS信号条件におけるチャネル4のすべての

設定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4?

-> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4:MODE 1;LEVEL 1.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel4:LEVel
機能 SPI解析CS信号条件におけるチャネル4のレベルを

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

LEVel {<電圧>}
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

LEVel?

 <電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

LEVEL 1V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

LEVEL? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4:LEVEL 1.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel4:MODE
機能 SPI解析条件においてチャネル4をCS信号として扱

う(ON)/扱わない(OFF)を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

MODE {<Boolean>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

MODE?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE ON

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4:MODE 1

2.6　通信コマンド
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2.6　通信コマンド

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate
機能 SPI解析条件においてCS信号の有効状態を設定/問い

合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate

{HIGH|LOW|DONTcare}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>?
機能 SPI解析条件におけるデータチャネルのすべての設

定値を問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>?

<x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

MODE 1;LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

LEVel
機能 SPI解析条件におけるデータチャネルのスレショル

ドレベルを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:LEVel

{<電圧>,<電圧>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

LEVel?

 <電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
 <x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:LEVEL

1V,0V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:LEVEL?

 -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

MODE
機能 SPI解析条件におけるデータチャネルの有効(ON)/無

効(OFF)を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE?

<x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE ON

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE?

 -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

MODE 1

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition
機能 SPI解析基準位置を手動にしたときの，基準位置を

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition

{<NRf>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition?

 <NRf>＝－5～5div(10div/表示レコード長ステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.000

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:MPOSITION? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.00000

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint
機能 SPI解析基準位置をトリガポジションにするか，手

動にするかを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint

{TRIGger|MANual}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARch:SPI:LIST?
機能 SPI解析結果1バイト分を文字列として出力します。
構文 :SEARch:SPI:LIST? {<NRf>}

<NRf>＝－40000～40000
例 :SEARCH:SPI:LIST? 1 -> "      1

0.024 01010101  00000010  L"

:SEARch:SPI:SEARch?
機能 SPI解析結果の検索に関するすべての設定値を問い

合わせます。
構文 :SEARch:SPI:SEARch?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH? -> :SEARCH:SPI:

SEARCH:TYPE FRAME;PFORMAT BINARY;

SOURCE DATA1;DATA:BYTE 8;

PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"
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:SEARch:SPI:SEARch:DATA?
機能 SPI解析結果のData検索に関するすべての設定値を

問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA? -> :SEARCH:

SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8;

PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE
機能 SPI解析結果のData検索の検索データバイト数を設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE {<NRf>}

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE?

 <NRf>＝1～8
例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x>
機能 SPI解析結果のData検索パターンをHEXで設定しま

す。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x> {<文字列

>}

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
<x>＝1～8

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:HEXA1 "1A"

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x>
機能 SPI解析結果のData検索パターンをBINARYで設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x> {<文

字列>}

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x>?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
 <x>＝1～8
例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:

PATTERN1 "10X10X10"

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:PATTERN1? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:

PATTERN1 "10X10X10"

:SEARch:SPI:SEARch:NEXT?
機能 SPI解析結果の検索を現バイトより後のバイトに対

して行い，検索位置を返します。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:NEXT?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:NEXT? -> 10

解説 検索が成功した場合は，－40000～40000の値が返
ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat
機能 SPI解析結果の検索パターンの設定フォーマットを

設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:PFORmat

{HEXa|BINary}

:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:PFORMAT BINARY

:SEARCH:SPI:SEARCH:PFORMAT? -> :SEARCH:

SPI:SEARCH:PFORMAT BINARY

:SEARch:SPI:SEARch:PREVious?
機能 SPI解析結果の検索を現バイトより前のバイトに対

して行い，検索位置を返します。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:PREVious?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:PREVIOUS? -> -10

解説 検索が成功した場合は，－40000～40000の値が返
ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:SPI:SEARch:SOURce
機能 SPI解析結果の検索するデータソースを設定/問い合

わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:SOURce {DATA1|DATA2}

:SEARch:SPI:SEARch:SOURce?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:SOURCE DATA1

:SEARCH:SPI:SEARCH:SOURCE? -> :SEARCH:

SPI:SEARCH:SOURCE DATA1

:SEARch:SPI:SEARch:TYPE
機能 SPI解析結果の検索の種類を設定/問い合わせしま

す。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:TYPE

{FRAMe|INDefinite}

:SEARch:SPI:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME

:SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME

:SEARch:TYPE
機能 検索タイプを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:TYPE {SPATtern|WIDTh|EDGE|

PPATtern|ASCRoll|I2CBus|SPIBus}

:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:TYPE SPIBUS

:SEARCH:TYPE? -> :SEARCH:TYPE SPIBUS
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●SPI Fileグループ
SPI Fileグループは，フロントパネルのFILEキーのSPIバスメニューと同じ設定/設定内容の問い合わせ/実行ができ
ます。

:FILE :

SAVE :

SPI :

ABORt

EXECute

?

;

;

:FILE:SAVE:SPI[:EXECute]
機能 SPI解析結果の保存を実行します。オーバラップコ

マンドです。
構文 :FILE:SAVE:SPI[:EXECute]

例 :FILE:SAVE:SPI:EXECUTE

:FILE:SAVE:SPI:ABORt
機能 SPI解析結果の保存を中止します。
構文 :FILE:SAVE:SPI:ABORt

例 :FILE:SAVE:SPI:ABORT
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2.7 エラーメッセージ

ここでは，SPIバス信号解析機能に関するエラーメッセージだけを記載しています。
これら以外にも本体および通信関連のエラーメッセージがあります。これらのメッセージ
については，別冊のユーザーズマニュアル(IM 701610-01)および通信インタフェース
ユーザーズマニュアル(IM 701610-17)に記載してあります。

ワーニング

コード メッセージ

37 解析を中止しました。
Analysis aborted.

38 データを認識できませんでした。設定を変更するか，波形を再取り込みした後，もう一度実行してください。
Data not detected.  Execute again after changing the settings or reacquiring the waveform.

エラー

コード メッセージ

779 対象となるデータが存在しません。解析を実行してください。
Specified data does not exist.  Execute the analysis.

950 設定できません。無効なバイトもしくはビットです。
Cannot be specified.  Invalid byte or bit.

951 CSチャネルを指定していないときは，設定できません。
Cannot be set when CS channels are not specified.
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3.1 I2Cバス信号解析機能

適用バス
I2Cバス

バス転送レート：最大3.4Mbit/s
アドレスモード： 7bit

SMバス

System Management Bus準拠

トリガ機能
トリガソース

CH1 ： SCL
CH2 ： SDA
CH3，CH4：アナログ信号入力

スタートトリガ

スタート条件でトリガ

Non-ACKトリガ

アクノレッジがない場合にトリガ

アドレストリガ

設定されたアドレスと比較

データトリガ

設定されたデータと比較

コンビネーショントリガ

CH3/CH4のアナログ信号とSCL信号/SDA信号を組み合わせてトリガが可能

解析機能
詳細データ表示モード

Reference Pointからの時間，データ(Binary，Hex同時表示)，アクノレッジの有無

波形&データ表示モード

データ(Hex表示)と波形を同時表示

解析可能データ数

最大40000バイト分(基準点前後20000バイト)

サーチ機能
パターンサーチ

設定したアドレスパターン，データパターン，アクノレッジビットの状態と一致するデー
タを検索

不定データサーチ

不定データを検索

第3章 仕様
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3.2 SPIバス信号解析機能

解析機能
信号入力

CH1 ： Clock信号(SCK)
CH2 ： Data1(MOSI)
CH3 ： Data2(MISO)
CH4 ： CS信号(SS)

詳細データ表示モード

Reference Pointからの時間，データ(Binary，Hexのどちらかを選択して表示)，CS信号
の状態を表示

波形&データ表示モード

データ(Hex表示)と波形を同時表示

解析可能データ数

最大40000バイト分(基準点前後20000バイト)

サーチ機能
パターンサーチ

設定したデータパターンと一致するデータを検索

不定データサーチ

不定データを検索



索-1IM 701610-61

索
引

1

2

3

索

索引

索引

N ページ

Next ................................................................................. 1-24, 2-15
Non-ACK ....................................................................................... 1-8
Non-Ackトリガ............................................................... 1-8, 1-12

P ページ

Polarity ......................................................................................... 2-11
Post ................................................................................. 1-23, 2-13
Pre ................................................................................... 1-23, 2-13
Prev(Previous) ............................................................. 1-24, 2-15

R ページ

Reference Point .......................................................... 1-22, 2-12
Restartコンディション ............................................................. 1-9

S ページ

SCL ................................................................................................. 1-2
SDA ................................................................................................ 1-2
SPI Analyzeグループ .............................................................. 2-20
SPI Fileグループ ....................................................................... 2-25
SPIバス信号解析機能 ................................................................ 2-1
START .......................................................................................... 1-8

T ページ

Thr Lower ...................................................................... 1-22, 2-11
Thr Upper ...................................................................... 1-22, 2-11

ア ページ

アドレストリガ ...................................................... 1-8, 1-9, 1-13

エ ページ

エラーメッセージ ......................................................... 1-39, 2-26

カ ページ

解析機能 ...............................................................................1-1, 2-1
解析結果の詳細表示..................................................... 1-24, 2-14
解析結果リスト ............................................................. 1-23, 2-13
解析条件の設定 ............................................................. 1-22, 2-11
解析する ............................................................................ 1-18, 2-6
解析対象 ......................................................................... 1-23, 2-12
解析の実行 ..................................................................... 1-23, 2-13
解析範囲 ......................................................................... 1-23, 2-13
拡張子.............................................................................. 1-27, 2-18

ク ページ

クロック信号 ................................................................................ 2-2
クロックチャネル ...................................................................... 1-22

A ページ

Address Pattern ......................................................................... 1-9
ADRS ............................................................................................. 1-8

B ページ

Byte Pattern .............................................................................. 1-24

C ページ

Clock .................................................................................. 2-2, 2-11
Combination ............................................................................... 1-10
CS ....................................................................................... 2-2, 2-11

D ページ

Data Pattern ................................................................................ 1-9
Data1 ................................................................................. 2-2, 2-11
Data2 ................................................................................. 2-2, 2-11

E ページ

Enable State .............................................................................. 2-11

F ページ

Frame Pattern ........................................................................... 2-15

H ページ

HFリジェクション.......................................................... 1-10, 2-4

I ページ

I2C -> Pattern ............................................................................ 1-11
I2C Analyzeグループ ............................................................... 1-34
I2C Fileグループ ........................................................................ 1-38
I2C on Pattern ........................................................................... 1-10
I2C Only ....................................................................................... 1-10
I2C Triggerグループ ................................................................ 1-30
I2Cトリガタイプ ......................................................................... 1-8
Indefinite State ............................................................. 1-24, 2-15
I2Cバス信号解析機能 ................................................................. 1-1

L ページ

LSB First ..................................................................................... 2-12

M ページ

MSB First ................................................................................... 2-12



索-2 IM 701610-61

コ ページ

コンビネーショントリガ ............................................ 1-10, 1-17

サ ページ

サーチ機能 ...........................................................................1-1, 2-1
サーチ条件の設定 ......................................................... 1-24, 2-15
サーチする ........................................................................ 1-18, 2-6
サーチの実行 ................................................................. 1-24, 2-15

シ ページ

仕様(I2Cバス信号解析機能) ...................................................... 3-1
仕様(SPIバス信号解析機能) ..................................................... 3-2
詳細解析結果を保存する ............................................ 1-25, 2-16
シリアル・クロック.................................................................... 1-2
シリアル・データ ........................................................................ 1-2

ス ページ

スタートトリガ ................................................................ 1-8, 1-12
スレショルドレベル..................................................... 1-22, 2-11

チ ページ

チップセレクト信号........................................................ 2-2, 2-11

ツ ページ

通信コマンド ................................................................. 1-28, 2-19

テ ページ

データチャネル .......................................................................... 1-22
データ入出力信号 ........................................................................ 2-2
データ容量 ..................................................................... 1-27, 2-18
適用バス ........................................................................................ 3-1

ト ページ

トリガカップリング........................................................ 1-10, 2-4
トリガ機能 .................................................................................... 1-1
トリガコンディション ............................................................. 1-11
トリガ条件 .................................................................................... 1-3
トリガスロープ ............................................................................ 2-4
トリガ設定例 .............................................................................. 1-12
トリガソース ................................................................................ 2-4
トリガレベル .................................................................... 1-10, 2-4

ニ ページ

入力端子 ...............................................................................1-2, 2-2

ハ ページ

パターンサーチ ............................................................. 1-24, 2-15

ヒ ページ

ヒステリシス ........................................... 1-10, 1-22, 2-5, 2-11
ビットオーダ .............................................................................. 2-12

フ ページ

不定データ ..................................................................... 1-22, 2-11
不定データサーチ ......................................................... 1-24, 2-15
プローブを接続する...........................................................1-2, 2-2
プロトコルから外れたスタートコンディション .................. 1-9
プロトコルから外れたストップコンディショ ...................... 1-9

ホ ページ

ホールドオフ時間 ........................................................................ 2-5

レ ページ

レベル.............................................................................. 1-22, 2-11

索引


	はじめに 
	このマニュアルの利用方法 
	目次
	第1章 I2Cバス信号解析機能
	1.1 I2Cバス信号解析機能の概要 
	1.2 プローブを接続する 
	1.3 トリガ条件を設定する 
	1.4 トリガ設定例 
	1.5 解析する/サーチする 
	1.6 詳細解析結果を保存する 
	1.7 通信コマンド 
	1.8 エラーメッセージ 

	第2章 SPIバス信号解析機能
	2.1 SPIバス信号解析機能の概要 
	2.2 プローブを接続する 
	2.3 解析対象信号を表示する 
	2.4 解析する/サーチする 
	2.5 詳細解析結果を保存する 
	2.6 通信コマンド 
	2.7 エラーメッセージ 

	第3章 仕様
	3.1 I2Cバス信号解析機能 
	3.2 SPIバス信号解析機能 

	索引



